
倉
掛
は
昭
和
48
年
に
故
山
岡

盛
男
氏
が
３
期
務
め
た
市
議
を

勇
退
。
以
後
44
年
間
、
現
職
不

在
の
地
区
と
な
っ
て
い
た
。

妹
尾
氏
は
昭
和
49
年
１
月
生

ま
れ
。
現
在
の
井
原
市
議
会
に

あ
っ
て
は
最
年
少
議
員
と
な

る
。
住
民
ら
は
「
地
域
課
題
は

山
積
状
態
。
解
決
に
つ
な
が
る

フ
レ
ッ
シ
ュ
な
政
策
提
言
を
」

と
期
待
を
寄
せ
て
い
る
。

妹
尾
氏
は
「
市
や
地
区
の
現

状
を
把
握
し
、
諸
問
題
を
含
め

皆
様
と
し
っ
か
り
話
し
合
う
こ

と
が
大
切
。
魅
力
あ
る
ま
ち
づ

く
り
へ
向
け
て
頑
張
り
た
い
」

と
抱
負
を
語
っ
て
い
る
。

倉
掛
地
区
全
戸
溝
掃
除
の
総

仕
上
げ
と
な
る
汚
泥
回
収
が
６

月
４
日
、
自
治
連
合
会
を
中
心

に
行
わ
れ
た
。

役
員
ら
は
５
台
の
軽
ト
ラ
ッ

ク
で
土
の
う
袋
へ
入
っ
た
汚
泥

約
４
ト
ン
を
い
っ
た
ん
井
原
大

橋
下
へ
集
め
、
市
の
ダ
ン
プ
カ

ー
で
２
回
に
分
け
て
処
分
場
へ

搬
送
し
た
。

倉
掛
新
聞
が
創
刊
20
周
年
を

迎
え
た
５
月
20
日
、
つ
ど
え
～

る
へ
約
40
人
が
集
ま
り
祝
う
会

を
開
い
た
。

開
会
に
あ
た
っ
て
自
治
連
合

会
の
片
岡
宏
文
会
長
が
過
去
20

年
間
の
歩
み
を
紹
介
し
「
渡
辺

研
一
編
集
長
と
中
国
新
聞
井
原

販
売
所
の
西
山
徳
之
所
長
に

は
、
長
年
お
世
話
に
な
り
有
り

難
う
ご
ざ
い
ま
す
」
と
挨
拶
。

続
い
て
来
賓
の
上
田
勝
義
県

議
は
「
倉
掛
は
情
報
共
有
が

人
々
の
潤
滑
油
に
な
り
、
地
域

力
を
高
め
て
い
る
」
と
、
ミ
ニ

コ
ミ
紙
づ
く
り
に
協
力
的
な
地

区
民
を
た
た
え
た
。

同
新
聞
は
、
倉
掛
地
区
の
自

治
連
合
会
や
少
年
団
育
成
会
、

消
防
団
関
係
者
が
編
集
委
員
会

を
組
織
し
、
隔
月
で
発
行
を
続

け
て
い
る
。

平
成
29
年
度
第
１
回
目
の
倉

掛
少
年
団
資
源
回
収
が
６
月
４

日
、
Ｊ
Ａ
岡
山
西
駐
車
場
を
集

積
拠
点
に
行
わ
れ
た
。

午
前
８
時
か
ら
団
員
と
育
成

会
員
は
、
ト
ラ
ッ
ク
６
台
で
古

新
聞
や
古
雑
誌
等
を
集
め
て
業

者
の
コ
ン
テ
ナ
や
パ
ッ
カ
ー
車

へ
積
み
替
え
、
午
前
中
に
す
べ

て
の
作
業
を
終
え
た
。

育
成
会
の
保
護
者
ら
は
「
地

元
の
皆
さ
ま
に
は
、
こ
の
た
び

も
多
大
な
ご
協
力
を
い
た
だ
き

大
変
有
り
難
う
ご
ざ
い
ま
し

た
」
と
感
謝
し
て
い
た
。

サ
ロ
ン
「
え
ー
と
こ
」
が
６

月
10
日
、
オ
ー
プ
ン
し
た
。

倉
掛
６
組
の
旧
倉
橋
画
伯
邸

を
所
有
す
る
井
上
咲
子
さ
ん
が


古
民
家
を
憩
い
の
場
に

と

構
想
を
練
り
、
仲
間
と
準
備
を

進
め
て
い
た
も
の
。

月
・
水
・
土
の
10
時
～
12
時

30
分
は
、
脳
ト
レ
や
ゲ
ー
ム
な

ど
が
あ
り
、
飲
物
付
利
用
料
三

百
円
（
特
別
日
は
五
百
円
）
。

火
・
木
の
カ
フ
ェ
は
10
時
～
16

時
。
コ
ー
ヒ
ー
三
百
円
。

井
上
さ
ん
は
「
皆
さ
ま
の
お

越
し
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま

す
」
と
話
し
て
い
る
。

地
域
へ
の
功
績
が
顕
著
な
人

た
ち
に
贈
ら
れ
る
井
原
市
有
功

表
彰
の
表
彰
式
が
５
月
26
日
、

井
原
市
役
所
で
行
わ
れ
、
倉
掛

２
組
の
大
坪
正
広
氏
＝
写
真
＝

ら
３
人
が
受
賞
し
た
。

大
坪
氏
は
平
成
14
年
度
か
ら

２
年
間
、
倉
掛
自
治
連
合
会
長

を
歴
任
。
そ
の
後
、
民
生
児
童

委
員
に
就
任
。
４
期
12
年
の
任

期
中
に
井
原
地
区
民
生
児
童
委

員
協
議
会
の
会
長
を
３
年
間
務

め
た
。
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倉掛自治会 http://www.ibara.ne.jp/~kurakake/

（１）

〈 発行所 〉

倉 掛 自 治 連 合 会
井原市井原町倉掛

会長／片岡宏文

〈 編 集 〉

倉 掛 自 治 連 合 会

倉 掛 少 年 団 育 成 会

消防井原分団第３部

大
坪
氏
に
有
功
賞

21
人
（
定
数
20
人
）
が
立
候
補
し
た
井
原
市
議
会
議
員
選
挙

の
投
開
票
が
４
月
23
日
に
あ
り
、
６
４
１
票
を
獲
得
し
た
倉
掛

３
組
妹
尾
文
彦
氏
（
43
）
＝
写
真
＝
が
初
当
選
を
果
た
し
た
。

妹
尾
文
彦
氏
が
初
当
選

福
祉
向
上
に
多
大
な
貢
献

倉
掛
自
治
連
合
会

側
溝
の
汚
泥
４
㌧

手

際

よ

く

搬

送

倉掛新聞創刊２０周年

倉掛地区

倉
掛
自
治
連
合
会
主
催
に
よ
る
祝
う
会
の

様
子
＝
５
月
20
日
・
つ
ど
え
～
る

倉掛２組

最
近
、
デ
パ
ー
ト
や
家
電

量
販
店
を
か
た
り
「
あ
な
た

の
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
を
使

っ
て
い
る
人
が
い
る
」
な
ど

と
嘘
の
電
話
を
か
け
、
そ
の

後
、
別
の
者
が
警
察
署
や
銀

行
協
会
の
職
員
を
か
た
っ

て
、

・
引
き
落
と
し
方
法
が
た
く

さ
ん
あ
る

・
口
座
を
教
え
て

・
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
の
交

換
が
必
要

な
ど
と
更
に
嘘
を
つ
い
た

後
、
自
宅
を
訪
問
。
暗
証
番

号
を
聞
き
出
し
て
キ
ャ
ッ
シ

ュ
カ
ー
ド
を
受
け
取
り
、
口

座
か
ら
勝
手
に
現
金
を
引
き

出
す
と
い
う
詐
欺
が
発
生
し

て
い
ま
す
の
で
、
皆
さ
ん
注

意
し
て
く
だ
さ
い
。

こ
の
よ
う
な
電
話
が
あ
っ

た
場
合
、
銀
行
・
警
察
・
家

族
に
す
ぐ
に
相
談
し
、
キ
ャ

ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
は
絶
対
に
他

人
に
渡
さ
な
い
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。
（
井
原
警
察
署
生

活
安
全
課
）

警察署 が呼び 掛け

「

詐

欺

に

ご

注

意

を
」

少年団＆育成会

古新聞などを回収

頑張りました

地域の協力が不可欠の資源回収＝倉掛11組

６
月
10
日
オ
ー
プ
ン

６
組
旧
倉
橋
画
伯
邸

サ
ロ
ン
え
ー
と
こ



第
17
回
井
原
町
大
運
動
会
が

５
月
27
日
、
井
原
小
学
校
で
行

わ
れ
、
８
地
区
対
抗
種
目
な
ど

で
熱
戦
を
繰
り
広
げ
た
。

今
年
は
中
町
が
１
着
を
連
発

し
、
計
61
得
点
で
優
勝
。
２
位

下
町
、
３
位
新
町
と
続
き
、
倉

掛
は
昨
年
に
続
い
て
年
代
別
地

区
対
抗
リ
レ
ー
を
制
し
た
も
の

の
新
町
と
同
点
、
上
位
種
目
数

の
関
係
で
４
位
と
な
っ
た
。

倉
掛
夏
目
の

暗
き
ょ
清
掃
が

６
月
４
日
、
井

原
分
団
第
３
部

に
よ
っ
て
行
わ

れ
た
。

午
前
６
時
に

集
合
し
た
団
員

ら
は
、
元
大
西

歯
科
医
院
周
辺

と
倉
掛
公
園
北

側
の
側
溝
及
び

暗
き
ょ
清
掃
を

実
施
。
続
い
て
夏
目
自
治
連
合

会
の
要
請
個
所
へ
移
動
し
て
、

た
い
積
し
た
土
砂
を
取
り
除
い

た
。

サ
ロ
ン
あ
す
は
が
５
月
12

日
、
ふ
れ
あ
い
旅
行
を
実
施
し

会
員
24
人
が
参
加
し
た
。

午
前
９
時
に
つ
ど
え
～
る
を

出
発
し
た
バ
ス
は
、
同
11
時
前

に
玉
野
深
山
公
園
に
到
着
。
さ

っ
そ
く
入
園
し
て
ガ
イ
ド
の
説

明
を
聞
き
な
が
ら
、
イ
ギ
リ
ス

庭
園
な
ど
を
見
学
し
た
り
道
の

駅
で
買
い
物
を
楽
し
ん
だ
。

そ
の
後
、
渋
川
海
岸
の
瀬
戸

内
マ
リ
ン
ホ
テ
ル
へ
移
動
し
て

昼
食
を
と
り
、
し
ば
ら
く
談

笑
。
午
後
４
時
ご
ろ
に
井
原
へ

戻
っ
た
。

井
原
大
橋
上
流
付
近
に
一
般

家
庭
ゴ
ミ
が
入
っ
て
い
る
と
思

わ
れ
る
袋
を
５
月
22
日
、
倉
掛

の
住
民
が
見
つ
け
た
。

連
絡
を
受
け
た
自
治
連
合
会

は
「
誰
が
投
げ
捨
て
た
か
分
か

り
ま
せ
ん
が
、
こ
の
辺
り
は
倉

掛
少
年
団
が
清
掃
奉
仕
を
行
う

エ
リ
ア
で
も
あ
り
、
散
歩
、
ジ

ョ
ギ
ン
グ
な
ど
を
さ
れ
る
方
も

多
い
。
景
観
を
損
な
う
ば
か
り

で
な
く
、
河
川
の
水
質
汚
染
、

環
境
悪
化
、
ま
た
下
流
自
治
体

へ
の
迷
惑
等
、
様
々
な
弊
害
が

あ
る
」
と
し
て
急
き
ょ
、
回
覧

で
注
意
を
呼
び
掛
け
た
。

同
役
員
ら
は
「
河
川
法
施
行

令
は
厳
し
く
、
ゴ
ミ
投
棄
者
に

は
罰
則
（
第
59
条
）
３
月
以
下

の
懲
役
又
は
20
万
円
以
下
の
罰

金
が
科
せ
ら
れ
る
こ
と
を
知
っ

て
ほ
し
い
」
と
話
し
て
い
る
。
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6/22  サロンあすはふれあい交流会

6/25  少年団井原学区球技大会
7/ 2  井原分団第３部試運転日

7/15  倉掛自治連合会・役員会

7/15～16 倉掛少年団キャンプ・星居山

キャンプ場 （神石高原町）

7/16  欅の杜 杜の市 （門田町）

毎月第３日曜日9:00～12:30

7/23  ラジオ体操 7/23～8/5

8/ 5  井原夏まつり
8/ 5  倉掛少年団夏季清掃奉仕作業
8/ 6  井原分団第３部試運転日

8/ 6  井原納涼花火大会

8/14  井原町盆踊り大会

8/19  倉掛自治連合会・役員会

8/26～27 つどえ～るフェスタ2017

9/ 3  倉掛地区敬老会
9/10  井原中学校体育会

9/17  倉掛山岳同好会 宮島登山
- - - - - - - - - - - - - - - - -

※倉掛パソコンクラブ（つどえ～る）

土曜日13:30～ 日曜日9:30～

※つどえ～るカフェ（祝祭日は休み）

金曜日＆日曜日10:00～15:00

◆ 行 事 予 定 ◆

６月の井原ソフトボールリーグ戦が11日、

曇り空の下で計６試合が行われた。倉掛は第

１試合でＶＩＰと対戦して20－2、第２試合

の猪清にも12－2と快勝し、今期は４戦して

すべて二桁得点を挙げるなど好調。新メンバ

ーが数人加わり選手層の厚さも増している。

ソフトボールリーグ戦で倉掛４連勝

井

原

分

団

第

３
部

倉
掛
自
治
連
合
会

回
覧
で
呼
び
掛
け

倉 掛 ほ っ と 情 報

ゴ
ミ
投
棄
に
は
懲
役
や
罰
金

猪

清

向

町

新

町

本

町

中

町

下

町

倉

掛

夏

目

あなたと二人で ６ ８ ２ ２ ４ ８ ４ ６

消防団リレー ４ ４ ２ ２ ６ ６ ８ ８

ボール運びリレー ８ ４ ６ ２ ８ ６ ４ ２

グラウンドゴルフ競争 ３ ２ ８ ６ ６ ７ ４ １

綱 引 き ２ ２ ４ ４ ８ ６ ６ 10

ボールけり競争 ８ ６ ４ ４ ８ ２ ６ ２

玉入れ競争 １ ７ ６ ４ ８ ２ ３ ５

小学生地区対抗リレー ４ ４ ８ ８ ６ ６ ２ ２

年代別地区対抗リレー ２ ６ ５ ４ ７ ３ ８ １

得 点 合 計 38 43 45 36 61 46 45 37

順 位 ６ ５ ３ ８ １ ２ ４ ７

井 原 町

大運動会

サロンあすはふれあい旅行

深山公園や渋川散策

発足１４年目を迎えたサロンあすはの関係者＝深山公園・５月１２日

深い側溝の清掃作業＝倉掛公園北側

他
チ
ー
ム
を
大
き
く
引
き
離

し
て
倉
掛
が
１
着
だ
っ
た
年

代
別
地
区
対
抗
リ
レ
ー


